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年
6
月
）

（
21
）
石
川
徹
氏
「
葵
の
上
の
生
涯
」（『
講
座
源
氏
物
語
の
世
界
』
第

三
集　

有
斐
閣　

昭
和
56
年
2
月
）

（
22
）
拙
稿
「
夕
霧
〈
不
在
〉
の
論
理
―
夕
霧
の
機
能
と
物
語
の
〈
二

層
〉
構
造
―
」（「
国
語
国
文
」
第
七
十
四
巻
第
十
号　

平
成
17

年
10
月
）

（
23
）
井
野
葉
子
氏
「
手
習
巻
の
引
板
―
歌
こ
と
ば
の
喚
起
す
る
も
の

（
二
）」（『
源
氏
物
語
宇
治
の
言
の
葉
』森
話
社　

平
成
23
年
4
月
）
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典
文
学
大
系　

源
氏
物
語
』
に
拠
る
。
な
お
、『
新
大
系
』
本
の

底
本
は
大
島
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
欠
く
浮
舟
巻
の
み
明
融
本
で

あ
る
。

（
6
）
伊
井
春
樹
氏
『
源
氏
物
語
引
歌
索
引
』
笠
間
書
院　

昭
和
52
年

9
月

氏
が
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
注
釈
書
は
以
下
の
三
十
種
。『
源
氏

釈
』（
前
田
家
本
）『
源
氏
釈
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桐
壺~

明
石

巻
残
欠
本
）『
源
氏
釈
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
源
氏
物
語
注
釈
」

所
収
本
）『
奥
入
』『
原
中
最
秘
抄
』『
紫
明
抄
』『
異
本
紫
明
抄
』

『
源
氏
物
語
古
註
』『
河
海
抄
』『
花
鳥
余
情
』『
弄
花
抄
』『
一
葉

抄
』『
細
流
抄
』『
休
聞
抄
』『
紹
巴
抄
』『
孟
津
抄
』『
花
屋
抄
』

『
岷
江
入
楚
』『
湖
月
抄
』『
源
氏
物
語
引
歌
』『
源
註
拾
遺
』『
源

氏
物
語
新
釈
』『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』『
源
注
余
滴
』『
日
本
古

典
全
書
源
氏
物
語
』『
対
校
源
氏
物
語
新
釈
』『
源
氏
物
語
事
典
』

（「
所
引
詩
歌
仏
典
」）『
日
本
古
典
文
学
大
系
源
氏
物
語
』『
源
氏

物
語
評
釈
』『
日
本
古
典
文
学
全
集
源
氏
物
語
』

（
7
）
伊
井
春
樹
氏
「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
引
歌
表
現
の
効
用
」

（『
源
氏
物
語
論
と
そ
の
研
究
世
界
』
風
間
書
房　

平
成
14
年
11

月
）

（
8
）（
7
）
に
同
じ

（
9
）
拙
稿
「
夕
霧
の
元
服
と
光
源
氏
―
光
源
氏
と
夕
霧
を
切
り
離
す

力
―
」（「
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
第
五
十
八
号

　

平
成
23
年
3
月
）

（
10
）
野
口
元
大
氏
「
夕
霧
元
服
と
光
源
氏
の
教
育
観
」（『
講
座
源
氏

物
語
の
世
界
』
第
五
集　

有
斐
閣　

昭
和
56
年
8
月
）

（
11
）
塚
原
明
弘
氏
「『
少
女
』
巻
の
五
節
―
夕
霧
の
か
い
ま
見
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
源
氏
物
語
と
古
代
世
界
』
新
典
社　

平
成
9
年

10
月
）

（
12
）
久
富
木
原
玲
氏
「
浮
舟
―
女
の
物
語
へ
―
」（『
人
物
で
読
む
『
源

氏
物
語
』』
第
二
十
巻　

勉
誠
出
版　

平
成
18
年
11
月
）

（
13
）
小
嶋
菜
温
子
氏
「『
源
氏
物
語
』
と
〈
罪
〉
の
系
譜
―
批
評
の
成

り
立
ち
へ
―
」（『
源
氏
物
語
と
文
学
思
想　

研
究
と
資
料
』
武

蔵
野
書
院　

平
成
20
年
3
月
）

（
14
）（
1
）
に
挙
げ
た
一
連
の
拙
稿
な
ど
。

（
15
）
拙
稿
「
宇
治
十
帖
〈
解
体
〉
と
〈
閉
塞
〉
の
論
理
（
上
）・（
下
）」

（「
詞
林
」
第
四
十
一
号　

平
成
19
年
4
月
・「
詞
林
」
第
四
十
二

号　

平
成
19
年
10
月
）

（
16
）
の
拙
稿
と
と
も
に
、
宇
治
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
薫
の
栄

華
の
質
が
〈
解
体
〉
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
16
）
拙
稿
「『
夜
ご
と
に
十
五
日
づ
つ
』
通
う
夕
霧
―
浮
舟
の
機
能
と

物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
―
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
十

集　

新
典
社　

平
成
19
年
10
月
）

（
17
）
石
原
昭
平
氏
「
英
明
な
る
重
鎮
・
左
大
臣
―
賜
姓
源
氏
の
「
帝

に
な
り
給
ひ
」「
ぬ
べ
き
君
」
に
賭
け
る
―
」（『
源
氏
物
語
作
中

人
物
論
集
』
勉
誠
社　

平
成
5
年
1
月
）

（
18
）
伊
井
春
樹
氏
「
葵
上
の
運
命
」（『
源
氏
物
語
論
と
そ
の
研
究
世

界
』
風
間
書
房　

平
成
14
年
11
月
）

（
19
）
吉
井
美
弥
子
氏
「
葵
の
上
の
『
政
治
性
』
と
そ
の
意
義
」（『
読

む
源
氏
物
語　

読
ま
れ
る
源
氏
物
語
』
森
話
社　

平
成
20
年
9

月
）

（
20
）
拙
稿
「
葵
巻
〈
連
鎖
〉
の
論
理
（
上
）・（
下
）」（「
語
文
」
第

九
十
五
号　

平
成
22
年
12
月
・「
語
文
」
第
九
十
六
号　

平
成
23
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お
わ
り
に

　
〈

↓
﹇
浮
舟
﹈
＝
八
宮
の
「
忍
草
」〉、
そ
し
て
〈

↓
﹇
夕
霧
﹈
＝
葵
上
の
「
忍
草
」〉
と
い
う
、
源
氏
物
語
中
唯

一
、後
撰
歌
Ｘ
に
よ
っ
て
引
き
結
ば
れ
た「
重
な
り
」。
そ
し
て
、

浮
舟
と
夕
霧
と
い
う
「
重
な
り
」。
物
語
は
、
薫
が
浮
舟
を
八

宮
の
「
形
見
」
と
定
位
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
光
源
氏
が
夕
霧

を
葵
上
の
「
形
見
」
と
定
位
す
る
こ
と
を
、
定
位
す
る
視
点
者

で
あ
る
薫
と
光
源
氏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
体
制
に
対
す
る
、

い
ず
れ
も
「
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
発
生
と
関
わ
ら
せ
て
描
い

て
い
る
。
そ
れ
ら
「
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
内
実
や
そ
の
相
対

化
の
方
法
に
差
違
こ
そ
あ
れ
、
浮
舟
、
夕
霧
と
い
う
、
薫
や
光

源
氏
の
権
力
の
あ
り
か
た
に
何
ら
か
の
制
限
を
与
え
る
力
の
存

在
を
、
当
の
薫
や
光
源
氏
の
目
に
焼
き
付
け
さ
せ
る
べ
く
、
そ

れ
ら
は
共
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

後
撰
歌
Ｘ
が
、〈
二
層
〉
の
併
存
を
堅
持
す
る
こ
の
物
語
の

論
理
に
則
っ
て
選
び
取
ら
れ
た
、
い
わ
ば
、「〈
二
層
〉
構
造
」

の
論
理
の
一
端
を
反
映
し
た
引
歌
と
し
て
、
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻

Ｂ
の
両
場
面
に
立
ち
働
い
て
い
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
但

し
、
他
の
引
歌
表
現
に
も
同
様
の
機
能
を
果
た
す
も
の
が
あ
る

か
、
あ
る
い
は
こ
れ
の
み
が
特
殊
な
の
か
、
特
殊
だ
と
す
れ
ば

な
ぜ
な
の
か
、
未
だ
検
証
途
上
で
あ
る
ゆ
え
、
今
回
は
「
可
能

性
」
の
指
摘
に
留
め
た
い
。

〈
注
〉

（
1
）
拙
稿
「
夕
霧
〈
不
在
〉
の
論
理
―
夕
霧
の
機
能
と
物
語
の
〈
二

層
〉
構
造
―
」（「
国
語
国
文
」
第
七
十
四
巻
第
十
号　

平
成
17

年
10
月
）、「
夕
霧
〈
太
政
大
臣
予
言
〉
の
論
理
―
〈
夕
霧
権
力

体
制
〉
の
誤
算
と
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
―
」（「
国
語
国
文
」

第
七
十
六
巻
第
六
号　

平
成
19
年
6
月
）、「『
夜
ご
と
に
十
五
日

づ
つ
』
通
う
夕
霧
―
浮
舟
の
機
能
と
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
―
」

（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
十
集　

新
典
社　

平
成
19
年
10

月
）、「
宇
治
十
帖
〈
解
体
〉
と
〈
閉
塞
〉
の
論
理
（
上
）・（
下
）」

（「
詞
林
」
第
四
十
一
号　

平
成
19
年
4
月
・「
詞
林
」
第
四
十
二

号　

平
成
19
年
10
月
）
な
ど
。

（
2
）
本
稿
中
に
引
用
す
る
『
後
撰
集
』
と
『
拾
遺
集
』
の
和
歌
本
文

は
、
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
3
）
片
桐
洋
一
氏
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
増
訂
版
』
笠
間
書
院　

平

成
11
年
6
月

（
4
）
鈴
木
日
出
男
氏
は
、「
既
成
の
和
歌
の
一
、二
句
程
度
を
示
し
て
、

そ
の
和
歌
全
体
を
相
手
に
想
起
さ
せ
る
」
も
の
と
し
て
「
引
歌
」

表
現
を
定
義
さ
れ
（『
源
氏
物
語
の
文
章
表
現
』（
至
文
堂　

平

成
9
年
5
月
））、「
暗
黙
の
了
解
」
に
立
脚
す
る
「
歌
の
言
葉
の

機
知
的
な
機
構
」
で
あ
る
と
説
い
て
お
ら
れ
る
（『
源
氏
物
語
引

歌
綜
覧
』
風
間
書
房　

平
成
25
年
5
月
）。

（
5
）
引
用
の
源
氏
物
語
本
文
及
び
頁
数
は
、
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
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確
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
光
源
氏
の
立
場
か
ら
し
て

み
れ
ば
、
こ
の
縁
談
は
、
権
門
や
皇
族
と
の
姻
戚
関
係
が
生
じ

る
、
政
治
的
に
有
効
な
そ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
夕
霧

は
光
源
氏
の
意
向
に
反
し
、
あ
く
ま
で
雲
居
雁
と
の
結
婚
に
拘

泥
す
る
。
雲
居
雁
は
、
夕
霧
に
と
っ
て
「
系
図
の
繁
茂
」
を
専

ら
担
う
人
物
、
い
わ
ば
〈
夕
霧
権
力
体
制
〉
の
核
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
夕
霧
は
、
自
身
の
権
力
体
制
の
た
め
、
光
源
氏
か
ら

権
門
や
皇
族
と
の
連
繋
の
可
能
性
を
消
し
、
結
果
、
光
源
氏
の

面
目
を
も
潰
し
つ
つ
、「
光
源
氏
権
力
体
制
」
の
あ
り
か
た
に

制
限
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夕
霧
の
出
現
は
、
光
源
氏
に
と
っ
て
「
好
材

料
」
と
ば
か
り
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
、
物
語
世
界
に
お
け
る
光

源
氏
の
権
力
の
あ
り
か
た
に
制
約
を
加
え
、
そ
の
絶
対
化
を
阻

0

0

0

0

0

止
す
る
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
発
生
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

夕
霧
が
葵
上
の
「
形
見
」
と
し
て
光
源
氏
の
目
に
よ
っ
て
定

位
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
薫
の
場
合
同
様
、「
負
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
が
、
文
字
通
り
、
光
源
氏
の
目
の
前
に
配
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る

の
は
、
権
門
と
の
公
的
な
「
系
図
上
の
連
繋
」
に
よ
る
権
力
体

制
、い
わ
ば「
系
図
の
繁
茂
」に
よ
る
栄
華
が
あ
り
得
な
い
未
来
、

そ
し
て
、「
光
源
氏
権
力
体
制
」の
絶
対
化
が
あ
り
得
な
い
未
来
、

な
の
で
は
な
い
か
。
光
源
氏
が
、そ
の
目
で
夕
霧
を
葵
上
の「
形

見
」
と
定
位
す
る
こ
と
、そ
こ
に
は
、光
源
氏
に
「
系
図
の
繁
茂
」

に
よ
る
権
力
機
構
生
成
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、〈
夕
霧
権
力
体
制
〉
に
よ
っ
て
、「
光
源
氏
権

力
体
制
」
の
絶
対
化
が
阻
ま
れ
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
実
に

象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

引
歌
表
現
の
意
義
に
つ
い
て
、
井
野
葉
子
氏
は
、「
作
中
人

物
の
無
意
識
の
深
層
心
理
を
引
き
ず
り
出
」
す
こ
と
と
、「
作

中
人
物
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
運
命
を
予
告
」
す
る
こ
と
の
二
点

を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
23
）。
本
稿
は
、
物
語
の
統
括
に
か
か
る

規
則
や
仕
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
前

者
に
つ
い
て
は
賛
同
し
得
な
い
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
当
然
あ

り
得
る
と
思
う
。
無
論
、
そ
れ
は
引
歌
表
現
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
作
り
手
の
仕
掛
け
る
様
々
な
方
法
で
、

物
語
の
未
来
は
暗
示
さ
れ
、
そ
し
て
、
一
定
の
展
開
へ
と
誘
導

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
宿
木
巻
Ａ
と
葵
巻

Ｂ
の
引
歌
表
現
が
、「
様
々
な
方
法
」
の
一
つ
と
し
て
、「〈
二
層
〉

構
造
」
の
論
理
に
則
り
つ
つ
、
こ
の
物
語
の
「
誘
導
」
に
関
わ

っ
て
い
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
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光
源
氏
と
左
大
臣
家
を
繋
げ
続
け
る
役
割
を
指
摘
さ
れ
た
（
21
）

が
、
文
字
通
り
、
光
源
氏
に
と
っ
て
、
夕
霧
は
、
左
大
臣
と
の

関
係
を
再
び
結
び
付
け
て
く
れ
る
「
好
材
料
」
に
映
っ
た
だ
ろ

う
。
現
に
、
賢
木
巻
に
は
「
大
将
（
光
源
氏
）
は
あ
り
し
に
変

は
ら
ず
渡
り
通
ひ
給
ひ
て
、
さ
ぶ
ら
ひ
し
人
人
を
も
、
中

く

に
こ
ま
か
に
お
ぼ
し
を
き
て
、
若
君
（
夕
霧
）
を
か
し
づ
き
思

き
こ
え
給
へ
る
事
限
り
な
け
れ
ば
、
あ
は
れ
に
あ
り
が
た
き
御

心
と
、
い
と
ゞ
い
た
つ
き
き
こ
え
給
事
ど
も
、
同
じ
さ
ま
な
り
」

（
賢
木
巻
三
五
六
頁
）
と
あ
っ
て
、「
若
君
」
夕
霧
の
存
在
ゆ
え

に
、
光
源
氏
が
左
大
臣
邸
に
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
出
入
り
で

き
て
い
る
さ
ま
も
窺
え
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
光
源
氏
へ
の
実0

質
的
な
支
援
の
ル
ー
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ

ま
り
、
葵
上
の
死
は
、
光
源
氏
に
と
っ
て
、
公
式
な
姻
戚
関
係

0

0

0

0

0

0

0

に
立
脚
し
た
連
繋
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
権
門
左
大
臣

家
と
の
系
図
上
の
連
繋
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
断
ち
切
ら
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
疑
問
が
あ
る
。
確
か
に
、「
夕
霧
の
誕
生
」
は
、
光

源
氏
に
今
後
も
左
大
臣
家
と
繋
が
る
機
会
を
与
え
た
。し
か
し
、

光
源
氏
に
と
っ
て
、
本
当
に
夕
霧
の
存
在
は
「
好
材
料
」
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
に
、「〈
二
層
〉
構
造
」
の
論
理
に
つ
い
て
要
約
を
掲
げ
た
。

権
力
構
造
の
観
点
か
ら
は
、夕
霧
は
、一
貫
し
て
光
源
氏
の
「
対

照
的
〈
一
対
〉」
で
あ
り
、「
光
源
氏
権
力
体
制
」
と
相
容
れ
な

い
〈
夕
霧
権
力
体
制
〉
を
生
み
出
す
存
在
で
あ
る
。
夕
霧
は
、

光
源
氏
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
あ
り
、
光
源
氏
の
絶

対
化
を
阻
止
し
続
け
る
存
在
で
あ
っ
た
（
22
）。
そ
も
そ
も
夕
霧

は
、
物
語
に
記
さ
れ
る
初
め
て
の
心
中
描
写
で
、
い
き
な
り
光

源
氏
に
対
す
る
不
満
を
吐
露
す
る
人
物
で
あ
る
。
光
源
氏
の
処

遇
に
対
し
て
、「
い
ぶ
せ
き
ま
ゝ
に
、
殿
を
、
つ
ら
く
も
お
は

し
ま
す
か
な
、
か
く
苦
し
か
ら
で
も
、
高
き
位
に
の
ぼ
り
、
世

に
用
ゐ
ら
る
ゝ
人
は
な
く
や
は
あ
る
、
と
思
」
っ
て
い
た
の
だ

（
少
女
巻
二
八
六
頁
）。
玉
鬘
と
戯
れ
る
光
源
氏
の
姿
を
「
あ
な

う
と
ま
し
」
と
評
し
た
り
（
野
分
巻
四
八
頁
）、
落
葉
宮
と
の

合
奏
を
た
し
な
め
る
光
源
氏
を
、
逆
に
「
さ
か
し
、
人
の
上
の

御
教
へ
ば
か
り
は
心
つ
よ
げ
に
て
、
か
ゝ
る
す
き
は
い
で
や
」

と
批
判
し
た
り
（
横
笛
巻
六
三
頁
）、
夕
霧
は
、
こ
の
物
語
に

お
い
て
、光
源
氏
を
否
定
的
に
相
対
化
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
働
い
て
い
る
。

ま
た
、
梅
枝
巻
で
も
、
光
源
氏
の
勧
め
る
右
大
臣
の
娘
や
中
務

の
宮
と
の
縁
談
も
「
た
は
ぶ
れ
に
て
も
ほ
か
ざ
ま
の
心
を
思
ひ

か
ゝ
る
は
あ
は
れ
に
、
人
や
り
な
ら
ず
お
ぼ
え
給
ふ
」（
梅
枝

巻
一
六
八
頁
）
と
目
も
く
れ
ず
、
雲
居
雁
と
の
結
婚
し
か
頭
に

な
い
姿
を
描
か
れ
て
い
た
。
光
源
氏
の
面
目
が
潰
れ
た
こ
と
も
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子
氏
は
、
葵
上
の
呼
称
が
多
く
「
大
殿
」
と
さ
れ
る
点
に
注
目

さ
れ
、
葵
上
と
の
結
婚
よ
り
も
、
む
し
ろ
左
大
臣
家
の
婿
に
な

る
政
治
的
重
要
性
に
つ
い
て
説
か
れ
た
（
19
）

が
、
言
わ
れ
る
と

お
り
、
確
た
る
後
見
の
い
な
か
っ
た
光
源
氏
に
と
っ
て
、
葵
上

は
、
権
門
左
大
臣
家
と
の
「
政
治
的
」
連
繋
を
叶
え
る
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
葵
上
は
、
こ
の
「
連
繋
」
の
根
拠
だ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
葵
上
の
死
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、ま
ず
は
左
大
臣
家
と
の
連
繋
の
断
絶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

確
か
に
、
物
語
も
、
葵
上
の
死
後
、
光
源
氏
と
左
大
臣
と
の

表
立
っ
た
繋
が
り

0

0

0

0

0

0

0

を
禁
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
光
源

氏
の
須
磨
退
去
直
前
、
左
大
臣
に
挨
拶
に
訪
れ
る
場
面
に
は
、

「
二
三
日
か
ね
て
、
夜
に
隠
れ
て
大
殿
に
渡
り
給
へ
り
。
網
代

車
の
う
ち
や
つ
れ
た
る
に
て
、
女
車
の
や
う
に
て
隠
ろ
へ
入
り

給
」（
須
磨
巻
六
頁
）
と
あ
り
、
光
源
氏
の
微
行
す
る
さ
ま
が

記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
光
源
氏
が
か
つ
て
の
よ
う
に
左
大
臣

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
右

大
臣
専
横
の
時
勢
に
あ
っ
て
、
朧
月
夜
の
一
件
で
右
大
臣
方
か

ら
に
ら
ま
れ
て
い
る
光
源
氏
と
し
て
は
、
葵
上
が
存
命
な
ら
と

も
か
く
、
そ
う
で
な
い
今
、
右
大
臣
方
の
ラ
イ
バ
ル
左
大
臣
家

に
悠
々
と
出
入
り
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。

　

他
に
「
朧
月
夜
の
一
件
」
と
無
関
係
な
例
を
一
つ
挙
げ
て
お

く
。
左
大
臣
の
子
息
で
、
頭
中
将
の
弟
に
蔵
人
弁
と
い
う
人
物

が
い
る
。
夕
顔
の
急
死
で
体
調
を
崩
し
た
光
源
氏
を
頭
中
将
と

共
に
見
舞
っ
た
り
（
夕
顔
巻
一
二
九
〜
一
三
一
頁
）、
あ
る
い

は
北
山
で
療
養
中
の
光
源
氏
を
、
こ
れ
も
頭
中
将
と
共
に
迎
え

に
行
っ
た
り
（
若
紫
巻
一
六
九
〜
一
七
〇
頁
）、
左
大
臣
邸
で

光
源
氏
と
合
奏
し
た
り
（
花
宴
巻
二
八
頁
）
と
、
幾
度
も
か
な

り
近
し
い
様
子
を
描
か
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら

ず
、
葵
巻
以
降
、
一
切
光
源
氏
と
の
関
わ
り
が
描
か
れ
な
く
な

る
の
だ
。
朧
月
夜
事
件
が
明
る
み
に
出
る
賢
木
巻
以
降
な
の
で

あ
れ
ば
、
右
大
臣
方
に
憚
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、

既
に
葵
巻
で
描
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。こ
れ
な
ど
、

葵
上
の
死
が
、
光
源
氏
と
蔵
人
弁
の
親
交
を
切
り
離
す
要
因
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
や
は
り
、
物
語

は
、
葵
上
の
死
が
、
光
源
氏
と
左
大
臣
家
と
の
「
連
繋
」
を
、

本
来
断
絶
さ
せ
る
も
の
と
し
て
前
提
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、「
葵
上
の
死
」
と
引
き
替
え
る
よ
う
に
「
夕
霧

の
誕
生
」
が
描
か
れ
る
。
光
源
氏
と
葵
上
の
結
婚
十
年
後
と
い

う
不
自
然
な
設
定
で
「
夕
霧
の
誕
生
」
が
「〈
連
鎖
〉」
す
る
の

で
あ
る
（
20
）。
夕
霧
は
母
方
の
左
大
臣
邸
で
養
育
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
早
く
石
川
徹
氏
は
、
葵
上
に
、
夕
霧
出
産
に
よ
っ
て
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れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
浮
舟
が
登
場
し
た
わ

け
で
あ
る
。
薫
に
と
っ
て
浮
舟
は
、断
絶
す
る
は
ず
だ
っ
た「
宇

治
」
と
の
繋
が
り
を
復
活
さ
せ
る
好
材
料
に
映
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
現
に
、
こ
の
後
も
薫
は
浮
舟
を
「
宇
治
」
に
移
し
据
え

て
通
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
薫
に
と
っ
て
「
好
材
料
」
に

見
え
た
こ
の
浮
舟
と
い
う
存
在
は
、
果
た
し
て
本
当
に
「
好
材

料
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
か
つ
て
、
薫
に
と
っ
て
「
宇
治
」
が
、
薫
に
本
来
あ
り

得
た
栄
華
を
〈
解
体
〉
す
る
「
反
栄
華
」
の
力
と
し
て
働
く
点

に
つ
い
て
述
べ
た
（
15
）。
例
え
ば
、
明
石
中
宮
腹
女
一
宮
と
の

結
婚
を
強
く
望
ん
で
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、薫
は
、な
ぜ
か
「
宇

治
大
君
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
、
明
石
中
宮

0

0

0

0

腹
で
な
い

0

0

0

0

女
二
宮
の
降
嫁
を
承
諾
す
る
。「
宇
治
」
に
拘
泥
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薫
は
、
そ
の
栄
華
の
質
を
弱
体
化
さ
せ
た

と
言
え
よ
う
。
今
、
薫
が
浮
舟
に
通
う
こ
と
で
、
薫
の
都
で
の

生
活
時
間
が
様
々
な
点
で
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
婚
や
御

子
の
誕
生
と
い
っ
た
、
権
力
拡
大
に
必
須
の
動
き
も
制
約
さ
れ

て
く
る
。
現
に
、
浮
舟
に
通
い
始
め
た
後
、
薫
は
、
他
の
女
君

と
結
婚
も
し
な
い
し
、
御
子
の
誕
生
も
な
い
（
16
）。
つ
ま
り
、

薫
の
権
力
体
制
、〈
薫
・
匂
宮
・
冷
泉
連
繋
体
制
〉
に
と
っ
て
、

浮
舟
の
出
現
は
、「
好
材
料
」
ど
こ
ろ
か
、〈
解
体
〉
方
向
の
ベ

ク
ト
ル
で
働
く
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

0

0

0

0

0

0

0

の
発
生
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。

　

浮
舟
が
八
宮
の
「
形
見
」
と
し
て
、
薫
の
目
に
よ
っ
て
定
位

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
う
い
っ
た「
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
、

改
め
て
薫
の
、
文
字
通
り
、
目
の
前
に
配
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
意
味
す
る

の
は
、
権
力
〈
解
体
〉
の
力
源
と
し
て
の
「
宇
治
」
の
力
、
そ

し
て
、
浮
舟
の
力
が
、
薫
に
関
わ
る
今
後
の
物
語
展
開
に
貼
り

付
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
即
ち
、〈
薫
・
匂
宮
・
冷
泉
権
力

体
制
〉
を
〈
解
体
〉
す
る
力
が
、
更
に
持
続
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
。
薫
が
、そ
の
目
で
浮
舟
を
八
宮
の
「
形
見
」

と
定
位
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
、〈
薫
・
匂
宮
・
冷
泉
連
繋
体
制
〉

を
〈
解
体
〉
す
る
力
が
、
こ
の
物
語
内
部
に
働
い
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
次
に
光
源
氏
と
葵
上
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
光
源

氏
に
と
っ
て
の
葵
上
と
は
、
初
め
て
正
妻
の
ポ
ス
ト
に
就
い
た

女
君
で
あ
る
と
同
時
に
、
左
大
臣
家
と
の
繋
が
り
を
生
み
出
し

た
存
在
と
言
え
る
。
石
原
昭
平
氏
は
、
こ
の
成
婚
が
桐
壺
帝
の

内
意
に
基
づ
く
左
大
臣
の
決
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
指
摘

さ
れ
（
17
）、
伊
井
春
樹
氏
は
、
桐
壺
帝
と
左
大
臣
の
政
治
的
な

夢
の
結
合
を
見
て
取
っ
て
お
ら
れ
る
（
18
）。
ま
た
、
吉
井
美
弥
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を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
対
峙
す
る
に
値
す
る
資
格
と
し
て
二
様

の
「
同
質
」
の
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
言
い
換
え
て
も
良

い
。
も
し
こ
の
仮
説
に
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
宿
木

巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
の
両
場
面
の
「
重
な
り
」
に
も
、
こ
の
物
語
の

「〈
二
層
〉
構
造
」
と
切
り
結
ば
れ
る
、
何
ら
か
の
意
味
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
で
は
、
我
々
は
、
一
体
こ
こ

に
何
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

二　

薫
対
浮
舟
、
光
源
氏
対
夕
霧

　

宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
を
再
び
引
用
す
る
。

Ａ　

宮
の
忍
び
て
も
の
な
ど
の
給
ひ
け
ん
人
の
、
忍
草
摘
み
を

き
た
り
け
る
な
る
べ
し
と
見
知
り
ぬ
。

　
〈

↓
﹇
浮
舟
﹈
＝
八
宮
の
「
忍
草
」〉

Ｂ　

若
君
を
見
た
て
ま
つ
り
給
に
も
、何
に
忍
ぶ
の
と
、い
と
ゞ

露
け
ゝ
れ
ど
、
か
ゝ
る
形
見
さ
へ
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
と

お
ぼ
し
慰
む
。〈

↓
﹇
夕
霧
﹈
＝
葵
上
の
「
忍
草
」〉

　

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
宿
木
巻
Ａ
で
は
、
薫
が
、
浮
舟
を

八
宮
の
「
忍
草
」（「
形
見
」）
と
措
定
し
、ま
た
、葵
巻
Ｂ
で
は
、

光
源
氏
が
、
夕
霧
を
葵
上
の
「
忍
草
」（「
形
見
」）
と
措
定
し

た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
宿
木
巻
Ａ
で
は
、
薫
の
眼
前
に

0

0

0

浮

舟
が
八
宮
に
代
わ
っ
て
配
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

、
葵
巻
Ｂ
で
は
、
光
源
氏
の
眼0

前
に

0

0

夕
霧
が
葵
上
に
代
わ
っ
て
配
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
そ
も
そ
も
八
宮
の
存
在
や
そ
の
死
が
、
薫
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
も

そ
も
葵
上
の
存
在
や
そ
の
死
が
、
光
源
氏
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た

上
で
、
そ
の
八
宮
に
代
わ
っ
て
浮
舟
が
薫
の
前
に
配
さ
れ
る
意

味
、
そ
し
て
、
葵
上
に
代
わ
っ
て
夕
霧
が
光
源
氏
の
前
に
配
さ

れ
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
薫
と
八
宮
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
薫
に
と
っ
て
の
八

宮
と
は
、
薫
を
宇
治
に
導
く
存
在
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ

ろ
う
。
八
宮
の
俗
聖
と
い
う
独
特
の
あ
り
か
た
が
、
出
自
に
不

安
を
抱
え
る
薫
の
心
を
捉
え
る
の
で
あ
り
、
薫
は
そ
れ
ゆ
え
宇

治
に
通
う
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
八
宮
の
死
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
ま
ず
何
よ
り
薫
と
「
宇
治
」
と
の
繋
が
り
の
断
絶

で
あ
ろ
う
。
無
論
、
当
の
八
宮
が
、
娘
た
ち
の
後
見
を
依
頼
し

た
こ
と
で
、
薫
は
し
ば
ら
く
「
宇
治
」
に
赴
い
て
は
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
「
後
見
」
対
象
で
あ
る
中
君
が
匂
宮
と
結
婚
し
た

こ
と
で
、
薫
が
宇
治
に
出
向
く
必
然
性
は
、
や
は
り
断
ち
切
ら
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力
源
は
、藤
壺
と
の
「
罪
の
恋
」
に
由
来
す
る
冷
泉
の
存
在
や
、

そ
の
冷
泉
を
守
る
べ
く
赴
い
た
須
磨
明
石
に
由
来
す
る
明
石
姫

君
の
存
在
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
政
略
結
婚
に
よ
る
他
権
門
と

の
連
繋
で
は
な
い
。
対
す
る
〈
夕
霧
権
力
体
制
〉
の
力
源
は
、

雲
居
雁
と
の
「
恋
」
と
そ
の
子
女
達
の
政
略
結
婚
に
由
来
す
る

他
権
門
や
皇
族
と
の
連
繋
で
あ
り
、
い
わ
ば
婚
姻
関
係
の
拡
大

に
よ
る
「
系
図
の
繁
茂
」
に
あ
る
。
源
氏
物
語
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
対
照
的
な
権
力
体
制
は
、
相
容
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か

も
〈
二
層
〉
を
成
す
よ
う
に
併
存
し
て
い
る
。
光
源
氏
と
夕
霧

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
層
〉
の
維
持
の
た
め
に
物
語
世
界
を
生

か
さ
れ
る
。
光
源
氏
と
夕
霧
の
世
代
が
重
な
ら
な
い
こ
と
で
、

い
ず
れ
も
が
政
界
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
で
き
、
序
列
化
を
も
免
れ

う
る
。
つ
ま
り
、
頭
中
将
と
光
源
氏
で
は
な
く
、
夕
霧
と
光
源

氏
こ
そ
が
「
対
照
的
〈
一
対
〉」
で
あ
り
、
こ
の
物
語
は
、
二

様
の「
対
照
的
」な「
栄
華
」の
あ
り
か
た
を
生
か
さ
れ
る〈
源
氏
〉

の
物
語
な
の
で
あ
る
。「
光
源
氏
権
力
体
制
」
は
〈
薫
・
匂
宮
・

冷
泉
連
繋
体
制
〉
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
こ
の
〈
二
層
〉
は

堅
持
さ
れ
る
が
、
物
語
第
三
部
で
は
、
浮
舟
に
主
導
さ
れ
た
宇

治
の
力
に
よ
っ
て
、〈
二
層
〉
は
、
共
に

0

0

そ
の
栄
華
の
レ
ベ
ル

を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
薫
や
匂
宮
の
目
が
浮
舟
に
よ
っ
て

長
期
的
に
都
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、彼
ら
の
栄
華
は〈
解

体
〉
す
る
し
、
ま
た
、
彼
ら
の
う
ち
、
特
に
匂
宮
を
政
略
結
婚

の
対
象
と
し
て
い
る
夕
霧
に
と
っ
て
も
、六
の
君
を
通
じ
た「
系

図
の
繁
茂
」
の
可
能
性
が
〈
解
体
〉
す
る
。
光
源
氏
と
夕
霧
に

起
因
す
る
権
力
体
制
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
峙
し
、
そ
の
い
ず
れ

0

0

0

を0

も0

共
に

0

0

〈
解
体
〉
し
、〈
二
層
〉
の
並
行
を
消
耗
戦
の
ご
と
く
〈
閉

塞
〉
さ
せ
る
力
を
有
す
る
点
に
お
い
て
、
浮
舟
は
、
光
源
氏
と
、

そ
し
て
夕
霧
と
、
同
格
に
屹
立
す
る
力
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
浮
舟
も
、
光
源
氏
や
夕
霧
同
様
、
こ

の
物
語
の
展
開
を
規
制
す
る
強
大
な
力
を
付
与
さ
れ
た「
中
心
」

な
の
で
あ
る
。
―
―

　

物
語
の
展
開
が
、
常
に
一
定
の
条
件
を
満
た
し
、
そ
れ
を
逸

脱
し
な
い
よ
う
制
御
す
る
「〈
二
層
〉
構
造
」
の
論
理
。
そ
の

論
理
に
即
し
て
物
語
世
界
を
生
か
さ
れ
る
「
中
心
」
と
し
て
の

三
者
の
存
在
。
そ
し
て
今
、
様
々
に
符
合
す
る
浮
舟
と
夕
霧
と

い
う
「
重
な
り
」
と
、
浮
舟
と
光
源
氏
と
い
う
「
重
な
り
」。

そ
う
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
「
重
な
り
」
の
意
味
は
、
こ
の

論
理
の
存
在
と
無
関
係
で
な
い
こ
と
が
仮
説
さ
れ
な
い
か
。

　

浮
舟
は
、〈
閉
塞
〉
の
た
め
、
光
源
氏
の
権
力
体
制
と
対
峙

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
光
源
氏
と
は
全
く
異
質
の
夕
霧
の

権
力
体
制
と
も
対
峙
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
物
語
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
「
同
質
性
」
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い
と
思
う
。全
例
逐
一
分
析
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

今
は
先
を
急
ぐ
。
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
浮
舟
と
夕
霧
と
い

う
人
物
が
、
確
か
に
幾
重
に
も
「
重
な
り
」「
共
通
性
」
を
設

定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
浮
舟
と
夕
霧
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
然
で
は
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
、
浮
舟
と
男
性
登
場
人
物
と
の
「
重
な
り
」
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
決
し
て
多

く
な
い
。
ま
し
て
や
夕
霧
と
の
そ
れ
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お

り
、
ま
ず
な
か
っ
た
。
た
だ
、
稀
に
光
源
氏
と
の
「
重
な
り
」

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
近
時
も
、
久
富
木
原

玲
氏
は
、
浮
舟
と
光
源
氏
に
の
み
「
人
形
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
る
点
や
、
両
者
が
「
か
ぐ
や
姫
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
点

等
の
「
同
質
性
」
を
指
摘
さ
れ
（
12
）、
ま
た
、
小
嶋
菜
温
子
氏

は
、「
か
ぐ
や
姫
―
光
源
氏
―
浮
舟
」
と
い
う
「〈
罪
〉
の
系
譜
」

を
見
通
さ
れ
た
（
13
）。
両
氏
と
も
、「
女
」
や
「
罪
」
と
い
っ
た
、

物
語
の
主
題
性
ゆ
え
の
両
者
の
「
重
な
り
」
を
読
み
解
い
て
お

ら
れ
て
説
得
力
が
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

詳
細
は
前
の
夕
霧
の
件
共
々
別
稿
で
考
え
る
と
し
て
、
今
は
深

入
り
せ
ず
先
を
急
ご
う
。
今
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
両
氏

が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
浮
舟
と
光
源
氏
も
、
ど
う
や
ら
「
重

な
り
」
を
、
し
か
し
夕
霧
と
は
ま
た
異
な
る
「
個
性
」
の
「
重

な
り
」
を
設
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

浮
舟
と
夕
霧
と
い
う
組
み
合
わ
せ
。
そ
し
て
、
浮
舟
と
光
源

氏
と
い
う
組
み
合
わ
せ
。

　

私
は
、
か
つ
て
、
源
氏
物
語
の
展
開
が
「〈
二
層
〉
構
造
」

と
い
う
仕
組
み
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
制
御
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

た
。
短
篇
的
要
素
を
含
み
持
つ
巻
々
の
点
在
ゆ
え
か
、
あ
る
い

は
、
多
様
な
主
題
性
の
存
在
ゆ
え
か
、
こ
れ
ま
で
源
氏
物
語
全

体
を
統
括
す
る
構
造
的
な
法
則
性
に
つ
い
て
定
位
さ
れ
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。し
か
し
、私
は
、源
氏
物
語
に
は「〈
二
層
〉

構
造
」
を
堅
持
す
る
と
い
う
論
理
が
存
在
し
、
そ
れ
に
則
っ
て

物
語
展
開
が
規
制
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
言
い
換
え
る
な

ら
、「〈
二
層
〉
構
造
」
が
破
綻
な
く
維
持
さ
れ
る
と
い
う
大
き

な
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
人
物
の
属
性
の
設
定
や
事
件
の
進
行
が

必
然
化
し
て
い
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
14
）。
要
約
し
て
お

こ
う
。

　

―
―
都
に
は
、
対
照
的
な
二
つ
の
権
力
体
制
が
存
在
し
、
こ

の
物
語
は
、
そ
の
一
方
が
絶
対
化
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
二

つ
の
権
力
体
制
の
う
ち
、
一
つ
は
、
光
源
氏
を
主
人
公
に
し
た

「
罪
の
恋
と
栄
華
」
に
関
係
す
る
「
光
源
氏
権
力
体
制
」
で
、

も
う
一
つ
は
、
夕
霧
を
主
人
公
に
し
た
「
恋
と
栄
華
」
に
関
係

す
る
〈
夕
霧
権
力
体
制
〉
で
あ
る
。「
光
源
氏
権
力
体
制
」
の
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【
系
図
】

　

一
つ
目
の
符
合
は
、
両
者
が
、「
八
宮
」「
光
源
氏
」
と
い
う

皇
位
継
承
権
を
剥
奪
さ
れ
た
父
を
持
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

点
で
あ
る
。
光
源
氏
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
八
宮
も
か
つ
て
冷
泉
東
宮
廃
立
運
動
と
関

わ
っ
て
、
皇
位
継
承
の
可
能
性
を
絶
た
れ
て
い
る
。
桐
壺
帝
前

史
は
さ
て
お
き
、
少
な
く
と
も
物
語
内
で
は
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
皇
位
継
承
の
可
能
性
を
剥
奪
さ
れ
る
の
は
光
源
氏
と
八

宮
の
み
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
符
合
は
、
両
者
と
も
、
そ
の
父
の
意
向
に
よ
っ
て
、

本
来
あ
り
得
た
地
位
を
奪
わ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

点
で
あ
る
。浮
舟
に
は
、

皇
親
と
し
て
生
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、八
宮
は
、

「
あ
い
な
く
わ
づ
ら
は
し
く
も
の
し
き
や
う
に
お
ぼ
し
な
り
て
、

又
と
も
御
覧
じ
入
る
ゝ
こ
と
も
な
か
り
け
り
」（
宿
木
巻
九
〇

頁
）
と
、
浮
舟
の
認
知
を
断
固
拒
絶
し
た
の
で
あ
っ
た
。
夕
霧

は
、
少
女
巻
に
「
四
位
に
な
し
て
ん
と
お
ぼ
し
、
世
人
も
さ
ぞ

あ
ら
ん
と
思
へ
る
」（
少
女
巻
二
八
一
頁
）
と
あ
る
と
お
り
、

光
源
氏
も
「
世
人
」
も
四
位
叙
位
を
想
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
自
己
の
人
格
的
厚
み
を
演
出
す
る
機
会
に
も
し
た
い
光
源

氏
の
政
治
的
目
論
見
（
９
）

と
関
わ
っ
て
、
学
問
重
視
を
全
面
に

押
し
出
し
た
処
遇
に
変
更
さ
れ
、
夕
霧
は
、「
実
際
上
貴
族
社

会
の
最
下
位
」
と
さ
れ
る
六
位
に
落
と
さ
れ
た
（
10
）

の
で
あ
り
、

「
蔭
位
制
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
権
利
を
放
棄
」
さ
せ
ら

れ
た
（
11
）

の
で
あ
る
。

　

三
つ
目
の
符
合
は
、
別
腹
の
兄
姉
と
の
酷
似
を
言
わ
れ
て
物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

語
に
登
場
す
る

0

0

0

0

0

0

点
で
あ
る
。
浮
舟
は
、
中
君
に
「
あ
や
し
き
ま

で
む
か
し
の
人
（
大
君
）
の
御
け
は
ひ
に
通
ひ
た
り
し
か
ば

…

」

（
宿
木
巻
八
三
頁
）
と
言
わ
れ
て
物
語
に
浮
上
し
て
く
る
し
、

ま
た
、
夕
霧
は
、「
若
君
（
夕
霧
）
の
御
ま
み
の
う
つ
く
し
さ

な
ど
の
、
春
宮
（
冷
泉
）
に
い
み
じ
う
似
た
て
ま
つ
り
給
へ
る

…

」（
葵
巻
三
〇
九
頁
）
と
定
位
さ
れ
て
、
こ
れ
も
物
語
世
界

に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
浮
舟
と
夕
霧
の
符
合
は
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

か
っ
た
が
、
こ
の
両
者
の
「
符
合
」
は
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
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ま
た
、
源
氏
物
語
本
文
中
に
現
れ
る
「
し
の
ぶ
」
関
連
の
自

立
語
は
、岩
波
『
新
大
系
』
本
の
『
源
氏
物
語
索
引
』
に
よ
る
と
、

ち
ょ
う
ど
四
五
〇
例
。
う
ち
、
管
見
に
よ
る
限
り
、
こ
の
後
撰

歌
Ｘ
と
の
重
な
り
が
想
定
で
き
そ
う
な
も
の
は
、
語
彙
の
レ
ベ

ル
、
場
面
状
況
の
レ
ベ
ル
等
、
多
角
的
に
そ
れ
ぞ
れ
全
て
確
認

し
て
も
、
や
は
り
、
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
の
二
例
し
か
な
い

0

0

0

0

0

0

よ

う
だ
。
こ
の
「
2
／
450
」
と
い
う
数
字
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

伊
井
春
樹
氏
は
、
源
氏
物
語
の
引
歌
表
現
に
つ
い
て
、「
い

ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
場
面
に
、
類
似
し
た
古
歌
を
用
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
示
さ
れ
る
語
り
手
の
配

慮
が
み
て
と
れ
る
」
と
さ
れ
、類
似
の
場
面
状
況
に
お
い
て
も
、

作
中
人
物
の
「
個
性
」
に
応
じ
て
様
々
な
歌
が
引
か
れ
る
と
い

う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
７
）

が
、
そ
れ
な
ら

な
お
さ
ら
、
後
撰
歌
Ｘ
が
、
源
氏
物
語
全
編
を
通
じ
て
、
こ
の

宿
木
巻
Ａ
と
葵
巻
Ｂ
に
の
み
使
用
さ
れ
る
意
味
は
極
め
て
重
い

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。「
同
じ
よ
う
な
場
面
」
に
、「
類
似
し

た
古
歌
」
が
、
否
、
全
く
同
じ
「
古
歌
」
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
の
二
例
に
の

み
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
〈

↓
﹇
浮
舟
﹈
＝

八
宮
の
「
忍
草
」〉、
そ
し
て
〈

↓
﹇
夕
霧
﹈
＝
葵
上

の
「
忍
草
」〉
と
い
う
構
図
が
、
敢
え
て
重
ね
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

就
中
、﹇
浮
舟
﹈
と
﹇
夕
霧
﹈
の
「
重
な
り
」
に
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
た
る
「
忍
草
」
の
語
に
よ

っ
て
結
び
付
け
ら
れ
重
ね
ら
れ
た
唯
一
の
組
み
合
わ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で

あ
る
。
浮
舟
と
夕
霧
の
何
ら
か
の
「
個
性
」
が
、「
重
な
り
」

を
設
定
さ
れ
て
い
る
と
の
想
像
も
な
さ
れ
て
く
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
伊
井
氏
は
、
引
歌
と
登
場
人
物
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、「
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
語
り
手
の
意
識
が
反
映
し

て
お
り
、
そ
れ
が
人
物
造
型
に
も
及
ん
で
く
る
」（
８
）

と
さ
れ
、

引
歌
の
使
わ
れ
方
に
、作
中
人
物
の
人
物
像
が
左
右
さ
れ
る
点
、

ま
た
、
作
り
手
の
「
意
識
」
が
「
反
映
」
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
重
な
り
」
は
「
語
り

手
の
意
識
」
に
よ
る
も
の
、
即
ち
作
り
手
サ
イ
ド
の
設
定
し
た

人
物
造
型
上
の
共
通
性
だ
と
い
う
こ
と
だ
。浮
舟
と
夕
霧
と
は
、

敢
え
て
「
共
通
性
」
を
設
定
さ
れ
て
い
る
人
物
だ
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
他
に
も
こ
の
両
者
に
関
わ
っ
て

奇
妙
な
符
合
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
次
の
【
系
図
】

を
参
照
し
た
い
。
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③　

此
君
の
御
心
ば
へ
な
ど
の
い
と
思
や
う
な
り
し
を
、
よ
そ

の
物
に
思
な
し
た
る
な
ん
い
と
か
な
し
き
、
な
ど
忘
が
た

み
を
だ
に
と
ゞ
め
給
は
ず
な
り
に
け
ん
と
、

…

（
手
習
巻
三
四
三
頁
）

　

ま
ず
、
③
は
、
小
野
尼
君
が
亡
き
娘
を
思
い
起
こ
す
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
こ
は
二
重
傍
線
部
の
と
お
り
、「
忘
が
た
み
を

だ
に
と
ゞ
め
給
は
ず

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
「
形
見
」
と
な

る
子
自
体
が
存
在
し
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

。
後
撰
歌
Ｘ
と
の
構
図
上
の
重

な
り
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
引
歌
と
見
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、『
後
撰
集
』
一
三
九
二
番
歌
「
た
ね

も
な
き
花
だ
に
ち
ら
ぬ
や
ど
も
あ
る
を
な
ど
か
か
た
み
の
こ
だ

に
な
か
ら
ん
」
や
、『
拾
遺
集
』
一
三
一
〇
番
歌
「
如
何
せ
ん

忍
の
草
も
つ
み
わ
び
ぬ
か
た
み
と
見
え
し
こ
だ
に
な
け
れ
ば
」

な
ど
の
方
が
ま
だ
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と

も
か
く
、『
紹
巴
抄
』
の
み
後
撰
歌
Ｘ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

他
に
同
一
見
解
は
な
く
、『
紹
巴
抄
』
の
誤
釈
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
。

　

①
は
、
光
源
氏
が
北
山
の
僧
都
に
若
紫
の
素
性
を
問
う
場
面
、

②
は
、
光
源
氏
が
薫
を
見
て
柏
木
を
思
い
起
こ
す
場
面
で
あ
る
。

①
②
と
も
、「
故
人
」
と
そ
の
「
形
見
」
の
存
在
、
そ
れ
を
定
位

す
る
視
点
者
光
源
氏
と
揃
っ
て
お
り
、
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
の

例
と
構
図
上
は
似
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
後
撰
歌
Ｘ

が
引
歌
だ
と
断
じ
て
良
い
の
か
ど
う
か
。「
故
人
」
と
そ
れ
を
偲

ぶ
よ
す
が
「
形
見
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
後
撰

歌
Ｘ
と
の
語
彙
レ
ベ
ル
で
の
一
致
は
、
傍
線
部
の
「
形
見
」
の

み
で
あ
る
。『
源
氏
釈
』な
ど
後
撰
歌
Ｘ
の
初
句
を「
む
す
ひ
お
く
」

と
す
る
古
注
釈
も
存
在
す
る
の
で
、
こ
の
「
結
び
お
き
し
」
の

あ
た
り
に
異
文
発
生
が
あ
っ
た
と
見
て
も
、
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻

Ｂ
の
例
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た「
歌
こ
と
ば
」と
し
て
の「
忍
草
」

に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
い
わ
ば
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
①
②
も
後
撰
歌
Ｘ
の
引

歌
表
現
と
は
認
め
に
く
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　

ど
う
や
ら
各
時
代
に
お
け
る
享
受
の
あ
り
か
た
も
同
様
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
三
十
種
の
う
ち
、
①
に
後
撰
歌
Ｘ
を
認
め
る
の

が
『
休
聞
抄
』『
紹
巴
抄
』『
岷
江
入
楚
』
の
三
種
、
同
じ
く
②

に
認
め
る
の
が
『
孟
津
抄
』
の
一
種
の
み
で
あ
る
か
ら
だ
。
念

の
た
め
、
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
、
①
②
③
の
計
五
例
に
つ
い
て
、

三
十
種
の
注
釈
書
の
う
ち
、
何
種
が
後
撰
歌
Ｘ
に
依
拠
す
る
と

捉
え
て
い
る
か
一
覧
に
し
て
お
く
。

Ａ

Ｂ

①

②

③

20
／
30

25
／
30

3
／
30

1
／
30

1
／
30
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Ｂ　

若
君
（
夕
霧
）
を
見
た
て
ま
つ
り
給
に
も
、
何
に
忍
ぶ
の

と
、
い
と
ゞ
露
け
ゝ
れ
ど
、
か
ゝ
る
形
見
さ
へ
な
か
ら
ま

し
か
ば
、
と
お
ぼ
し
慰
む
。　
　
　
　
（
葵
巻
三
一
四
頁
）

　

傍
線
部
、
こ
れ
も
多
く
の
古
注
が
後
撰
歌
Ｘ
を
引
歌
と
し
て

い
る
。
点
線
部
、「
形
見
」
の
語
や
「
な
か
ら
ま
し
か
ば
」
の

反
実
仮
想
表
現
も
、
後
撰
歌
Ｘ
の
点
線
部
と
重
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
が
そ
れ
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ

う
。
解
釈
と
し
て
は
、「
夕
霧
を
見
申
し
上
げ
な
さ
る
に
つ
け

て
も
、
葵
上
の
形
見
だ
と
、
た
い
そ
う
涙
ぐ
ま
れ
る
が
、
も
し

こ
の
よ
う
な
忘
れ
形
見
ま
で
も
が
い
な
け
れ
ば
（
何
を
偲
ぶ
よ

す
が
と
で
き
よ
う
か
）、
と
慰
み
に
お
思
い
な
さ
る
」
と
な
ろ

う
か
。
こ
こ
の
「
故
人
」
は
葵
上
で
あ
り
、「
子
」
は
言
う
ま

で
も
な
く
夕
霧
で
あ
る
。
つ
ま
り
、視
点
者
で
あ
る
光
源
氏
が
、

夕
霧
を
、
葵
上
の
「
忍
草
」
即
ち
「
形
見
」
と
定
位
す
る
構
図

で
あ
り
、
こ
れ
も
〈

↓
﹇
夕
霧
﹈
＝
葵
上
の
「
忍
草
」〉

と
表
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
宿
木
、
葵
の
両
巻
に
、
同
じ
本
歌
に
依
拠
す
る
場
面

が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
源
氏
物

語
中
、
他
に
こ
の
後
撰
歌
Ｘ
が
引
歌
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い

る
場
面
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
井
春
樹
氏
は
、『
源
氏
物

語
引
歌
索
引
』
で
鎌
倉
か
ら
昭
和
ま
で
計
三
十
種
の
注
釈
書
に

指
摘
さ
れ
る
引
歌
表
現
に
つ
い
て
集
成
し
て
お
ら
れ
る
（
６
）

が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
古
注
に
は
、
後
撰
歌
Ｘ
を
引
歌
と
捉
え
る
場

面
と
し
て
、
こ
の
宿
木
巻
Ａ
、
葵
巻
Ｂ
以
外
に
も
三
箇
所
指
摘

が
あ
る
。
次
に
番
号
を
付
し
て
引
用
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
以

下
、
本
稿
に
お
い
て
も
伊
井
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
十
種
の

注
釈
書
を
参
照
対
象
と
す
る
。
当
該
表
現
を
引
歌
表
現
と
見
做

す
か
否
か
の
享
受
傾
向
が
一
定
把
握
で
き
れ
ば
、
本
稿
に
お
い

て
は
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

①　
「
い
と
あ
は
れ
に
も
の
し
た
ま
ふ
事
か
な
。
そ
れ
は
と
ゞ

め
給
ふ
形
見
も
な
き
か
」
と
、
お
さ
な
か
り
つ
る
ゆ
く
ゑ

の
な
を
た
し
か
に
知
ら
ま
ほ
し
く
て
問
ひ
給
へ
ば
、

…

（
若
紫
巻
一
六
三
頁
）

②　

親
た
ち
の
、
子
だ
に
あ
れ
か
し
と
泣
い
給
ら
ん
に
も
え
見

せ
ず
、
人
知
れ
ず
は
か
な
き
形
見
ば
か
り
を
と
ゞ
め
を
き

て
、
さ
ば
か
り
思
ひ
上
が
り
お
よ
す
げ
た
り
し
身
を
心
も

て
失
ひ
つ
る
よ
、
と
あ
は
れ
に
お
し
け
れ
ば
、

…

（
柏
木
巻
三
〇
頁
）
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の
草
」
は
、「
一
首
全
体
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
昔
を
偲
ぶ
」
意

に
「
統
括
」
す
る
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
、
い
わ
ば
こ
の
歌
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
稿
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
本
歌

の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
表
現
を
、
引
歌
・
引
歌
表
現
と
定

義
す
る
（
４
）。

　

後
撰
歌
Ｘ
の
解
釈
を
施
し
て
お
く
。「
産
み
残
し
て
お
い
た

忘
れ
形
見
の
子
さ
え
も
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
何
に
よ
っ
て

故
人
を
偲
ぼ
う
か
（
忘
れ
形
見
の
子
が
い
る
の
で
、
そ
れ
を
よ

す
が
に
故
人
を
偲
べ
る
の
だ
）」、と
な
ろ
う
か
。「
子
」
を
「
故

人
」
の
「
忍
草
」、
す
な
わ
ち
、「
偲
ぶ
種
」
た
る
「
形
見
」
で

あ
る
と
詠
者
が
視
点
者
と
な
っ
て
定
位
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

さ
て
、
源
氏
物
語
中
に
は
、
こ
の
後
撰
歌
Ｘ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」

に
依
拠
す
る
表
現
、
つ
ま
り
後
撰
歌
Ｘ
の
引
歌
表
現
が
二
例
の

み
存
在
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
実
に
奇
妙
な
符
合
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
「〈
二
層
〉
構
造
」
の
論
理
に

沿
っ
た
本
文
徴
表
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、指
摘
を
試
み
る
。

な
お
、
本
指
摘
は
、
引
歌
表
現
の
極
偏
頗
な
事
例
に
基
づ
く
。

も
と
よ
り
、
こ
の
物
語
の
引
歌
表
現
全
て
に
敷
衍
し
う
る
性
格

の
も
の
で
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

　
　
　

一　

浮
舟
と
夕
霧
と
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造

　

ま
ず
、
宿
木
巻
、
宇
治
中
君
か
ら
異
母
妹
浮
舟
の
存
在
を
知

ら
さ
れ
た
薫
の
心
中
を
Ａ
と
し
て
引
用
す
る
。

Ａ　

宮
（
八
宮
）
の
忍
び
て
も
の
な
ど
の
給
ひ
け
ん
人
の
、
忍

草
摘
み
を
き
た
り
け
る
な
る
べ
し
と
（
薫
は
）
見
知
り
ぬ
。

（
宿
木
巻
八
三
〜
八
四
頁
）（
５
）

　

傍
線
部
、『
奥
入
』『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
を
は
じ
め
、
多

く
の
古
注
が
、
後
撰
歌
Ｘ
を
引
歌
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
簡

単
に
解
釈
を
施
し
て
お
く
と
、「
八
宮
が
密
か
に
通
じ
て
お
ら

れ
た
女
が
、
八
宮
の
忘
れ
形
見
の
子
を
産
み
お
い
て
い
た
の
だ

ろ
う
と
薫
は
合
点
し
た
」
と
な
ろ
う
。
無
論
、こ
こ
の
「
故
人
」

は
八
宮
以
外
あ
り
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
「
子
」
も
浮
舟
以
外
あ

り
得
な
い
。
浮
舟
を
八
宮
の
「
忍
草
」、
す
な
わ
ち
「
形
見
」

で
あ
る
と
薫
の
視
点
か
ら
定
位
し
て
い
る
わ
け
だ
。
薫
が
、
浮

舟
を
、
八
宮
の
「
忍
草
」
即
ち
「
形
見
」
と
捉
え
て
い
る
構
図

で
あ
り
、こ
こ
で
は
仮
に
〈

↓
﹇
浮
舟
﹈
＝
八
宮
の
「
忍
草
」〉

と
表
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

次
に
、
葵
巻
、
葵
上
の
急
死
後
、
夕
霧
を
見
つ
め
る
光
源
氏

の
心
中
を
Ｂ
と
し
て
引
用
す
る
。
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浮
舟
と
夕
霧

　
　

―
「
忍
草
」
と
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
―

中　

井　

賢　

一

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
源
氏
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
（
１
）

に
関
す
る
補
論

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
が

「〈
二
層
〉構
造
」に
確
か
に
制
御
さ
れ
て
い
る
と
前
提
し
た
と
き
、

物
語
内
の
い
く
つ
か
の
謎
が
氷
解
し
う
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
事
例
と
と
も
に
述
べ
て
き
た
が
、
今
回
は
、
い
わ
ゆ

る
引
歌
表
現
に
注
目
し
、
同
様
の
試
み
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

Ｘ　

結
び
お
き
し
か
た
み
の
こ
だ
に
な
か
り
せ
ば
何
に
忍
の
草

を
つ
ま
ま
し
（
２
）

　

後
撰
和
歌
集
巻
十
六
雑
二
、「
兼
忠
朝
臣
母
の
め
の
と
」
歌

で
あ
る
。
以
下
、
後
撰
歌
Ｘ
と
し
よ
う
。「
か
た
み
」
は
、「
形

見
」
と
「
筺
」、「
こ
」
は
「
子
」
と
「
籠
」
の
そ
れ
ぞ
れ
掛
詞

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
忍
」「
し
の
ぶ
」
自
体
は
、
昔
を
偲

ぶ
意
以
外
に
も
、
隠
れ
る
意
や
我
慢
す
る
意
な
ど
を
表
す
多
義

語
で
あ
る
が
、
片
桐
洋
一
氏
は
、
こ
の
後
撰
歌
Ｘ
も
例
示
し
な

が
ら
、「
忍
草
」
が
「
和
歌
表
現
の
前
提
と
な
り
、
一
首
全
体

を
統
括
す
る
重
要
な
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
、
平
安
中
期
ま
で
「
昔
を
偲
ぶ
」
意
以
外
の
例
が

見
出
し
が
た
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
（
３
）。
無
論
、

こ
こ
の
文
脈
に
お
い
て
も
「
昔
を
偲
ぶ
」
意
と
し
て
解
釈
す
べ

き
で
、「
忍
の
草
」
が
「
偲
ぶ
（
種く
さ
）」
と
植
物
「
忍
草
」
と
の

掛
詞
と
な
っ
て
い
る
と
限
定
で
き
よ
う
。
即
ち
、「
忍
草
」「
忍


